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制服に関する研究明2報）
一北海道に於ける女子中学生の制服のデザインと その意識について一
A Study of School Uniforms I 
Designs of School Uniforms of Middle-School Girls in 
Hokkaido and Their Views on Uniforms 
筒 井 京子 島貫真寿美
Kyoko Tsutsui Masumi Shimanuki 
I はじめに
最近学生や生徒の制服について，いろいろと論議が行なわれているが，この研究は，こ
れからの学校における服飾指導は，どうあるべきかと いう観点の下に行なわれた。まず第
1 i，こわいては，女子高校の制服採用状況と デザインを調査したが，今回は女子中学生の
制服のデザイ ンと制服についての生徒および教師の意識 を調査 したので，その結果を報告
する。
E 方
?
調査対象
公立中学校の女子生徒 1年生 272名， 2年生 306名， 3年生 306名，合計 884名と，職
員 290名である。
調査方法
質問紙調査票 （調査票省略） を作製し，昭和44年 8月下旬～ 9月上旬に，教育実習校に
郵送 し，実習生の協力によって行 なった。発送校 153校中回収率は 101校，66%であった。
（なお1校は私立校の為除 き，今回は公立校 100校 を対象とした）
調査内容
調査表を生徒と教師用とにわけ，生徒用は（1）制服の採用状況，（2）制服のデザイン（ス タ
イル画をのせその中に型を描かせた） , (3）制服の意識について（必要性とその理由） , (4) 
制服の着用について （外出時の制服着用と制服に対する美意識）, (5）今後の制服に対する
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希望などである。 教師用は制服の必要性と採用理由，制服に対する今後の希望な どについ
てで、あ る。
1 .制服採用校について
(1） 制服採用状況
皿結果と考察
制服採用の学校数は，表 1に示すように，調査校 100校中
83%で高率を占め，制服を採用 していない学校は 3%であ っ
た。なお14%は標準服とい う呼び名で採用している。
(2) 制服の採用理由
制服採用校に採用理由を調べた結果，表 2の示すよう に生
活指導上， 華美な服装防止， 経済的負担の軽減，生徒として
表 1 制服採用状況
工頁 目 学校数
制目Iiがある 83 
告I]Eliがな い｜ 3 
標準服がある ｜ 14 
言十 100 
の自覚などが主なる理由であ る。 しかし集団美という よう に，市I］服 を美的に考えている学
校もあ り， また愛校心を持たせる等，制服を精神的に考えて採用 している学校も あった。
表 3は標準服採用校の理由を調べたものであるが，制服採用理由とあまり差はなかった
しかし中学校は義務教育なので制服は妥当でない， との理由も 1校 あった。
表2 制 服 採用校の理由
採 用 E盟 由 学校数 % 
華美な服装防止 10 12.0 
経済的負担の軽減 8 9.6 
華美な服装防止，経済的負担の軽減 7 8.4 
生活指導上（非行防止・統ーがとれる） 9 10.8 
貧富の差をなくし平等にする 6 7.2 
生徒としての自覚と誇りを持たせる 7 8.4 
生活指導上， 華美な服装防止，経済的負担の軽減，生徒としての自覚 17 20.7 
質素と集団美 3 3.6 
愛校心を持たせる 2 2.4 
不 日月 14 16.9 
計 83 100.0 
(3) 制服デザイン設定者
制服採用校のデザイン設定者については， 表 4の通りである。職員会議で決定が最も多
く， 次に校長先生と PT A，職員会議と PT Aなどの順 になっそいる。 したがって制服設
定については，校長先生と教職員，または家庭科の先生原案と PT A等非常に父兄の意見
も取 り入れている。その他生徒代表や生徒の希望調査等も行ない， 生徒の意見 も取り入れ
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表3 標準服採用校の理由
採 用 E里 由 学校数 % 
華美な服装防止 1 7.1 
生活指導上，経済的負担の軽減 1 7.1 
華美な服装防止，生活指導上，経済的負担の軽減 4 28.7 
標準となるものが必要との父兄の要望 2 14.3 
中学校は義務教育であるので制服は妥当で、ない 1 7.1 
制服としてでなく標準服として一応の規制をしている 2 14.3 
不 明 3 21.4 
言十 14 100.0 
表4 制服設定者
吾目＆ ｛ 疋 者 学校数 % 
校長先生とPTA 10 12.0 
職員会議と PTA 8 9.6 
家庭科の先生 8 9.6 
家庭科の先生原案， PT A，職員会議 6 7.2 
特別委員会組織（家庭科の先生， PT A代表，職員代表，生徒会代表） 4 4.8 
職 員 会議 24 29.2 
生徒指導部原案，職員会議 4 4.8 
校長先生 3 3.6 
生徒の希望調査，職員会議 2 2.4 
専 門 店 1 1. 2 
職員会議， PT A，生徒代表 3 3.6 
家庭科の先生原案，PT A，職員会議，専門店 1 1.2 
不 明 9 10.8 
言十 83 100.0 
表5 標準服設定者
三己会又It 定 者 学校数 % 
校長先生と PTA 3 21.4 
職員会議と PTA 1 7.1 
家庭科の先生原案，PT A，職員会議 1 7.1 
校 長 先生 4 28.8 
特別委員会組織（家庭科の先生，PT A代表，職員代表，生徒会代表） 1 7.1 
職員会議， PT A，生徒代表 1 7.1 
不 日月 3 21.4 
計 14 100.0 
124 筒井・ 島貫 ：制服に関する研究（第2報）
ていた。しかし専門店や洋装店等の意見を取り入れている学校は非常に少なかった。
次に標準服採用校の設定者を調べてみると，表5の通りで，制服設定者とほぼ同じで，
あまり相違はない。従って制服と標準服の採用理由と設定者についてはあまり相違はみら
れなかった。
2.制服のデザインについて
(1）夏服，冬服の型
図 1は女子中学生の制服を夏，冬に分けて全体的に示した図である。冬服のデザインを
みると，セーラー型が高く ，次にノーカ ラー型のシングルとダブルの順で， テーラー型は
ほんの少数校に過ぎなかった。このようにセーラー型が高率を占めているのは，第1報の
高校のデザイン調査と同じである。中学校はノーカラー型のジャケットに対して，高校は
テーラー型のジャケットが非常に多かった。
次に夏服のデザインであるが，冬服同様セーラー型が最も高く，ベス トとプリーツスカ
ー トの順になっている。ジャンパースカートは10.3%と比較的低かった。デザイン上ジャ
ンパースカートよりベストとスカートの方が上下に分けられ，暑い時などは上衣を脱ぐこ
とができるなど機能性を考えているため，ジャンノfー スカートよ り多いのではないかと思
われる。
図1 制服 のデ ザイ ン
夏目匠 冬 服
ワイシャツと
サスベンダースカート
1. 0% 
セーラー型
45. 4% 
(2）制服の色
テーラー型（ダブル）
1. 0% 
セーラー又はノーカラー型
セーラー型
59.8% 
（シングル）
1.0% 
(i主）制服，標準服のある学校97校の調査
図2 制服 の色
冬服
27.8% 
制服の色を夏，冬に分けて調査した結果，冬服は図2の通りである。まず紺色が50.5%
で最も高く ，次に紺又は黒の27.8%，黒の21.7%の順て＼前報告の高校同様制服の色は紺
色と黒色で占めら れている。
夏服の色は 100%白を用いている為図表には示さなかった。
(3) 制服の材質
図 3は夏服と冬服の材質を全体的に示した図である。冬服の材質はサージが最も高く，
ウールと化学繊維混紡，カ シミヤの順になっている。夏服では， ブロー ドが最も高く ，綿
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と化学繊維混紡，ブロードまたは化学繊維の順になっている。綿と化学繊維混紡の材質が
多いのは，洗濯後もしわにならぬ利点を考慮したのではないかと思 われる。
図3 制服の材質
夏服
ブロード
54. 9% 
冬服
サージ又は
カシミヤ
11. 3% 
サ ージ
59. 8% 
(l主）制服，標準服のある学校97校の調査
3.制服の意識について
(1) 制服の必要性
表 6は制服の必要性について， 生徒と
教師を調べたものであるが，結果を見る
と生徒，教師共に制服は必要との意識が
最も高かった。次に生徒の制服に対する
必要性を学年別に比較してみると，表7
の通りである。各学年共に制服を必要と
の意識が最も高かった。
次に制服は必要でないとの意識は各学
年共に低く，従って制服に対しての必要
性や不必要性については各学名共にあま
り相違はなかった。
表6 制服必要性
工頁 日 生徒
制服はあった方がよ
574( 64.9) L、
どち方らかといえばあ
った がよい 249( 28.2) 
どちらでもよい 29( 3.3) 
どちらかといえばな 19( 2 .1) い方がよい
ない方がよい 13( 1.5) 
そ の f也
言十 884(100.0) 
人（%）
教師
173( 59.6) 
91( 31.4) 
17( 5.9) 
7( 2 .4) 
2( 0. 7) 
290 (100 .0 )-
表7 生徒の制服必要性
人（%）
言一一一一一一学年 1 年 2 年 3 年 全体
制服はあった方がよい 176( 64.7) 187 ( 61.1) 211( 69.0) 574( 64.9) 
どちらかといえばあった方がよい 75( 27.6) 97 ( 31. 7) 77( 25.2) 249( 28.2) 
どちらでトもよい 9( 3.3) 11( 3 .6) 9( 2.9) 29( 3.3) 
どちらかといえばない方がよい 8( 2.9) 7( 2.3) 4( 1.3) 19( 2.1) 
ない方がよい 4( 1.5) 4( 1.3) 5( 1.6) 13( 1.5) 
計 272(100.0) 306(100.0) 306(100.0) 884(100.0) 
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制服の必要性に対して，教師を男女別，年令別に比較した結果，表8の通りであ る。
まず制服を否定している教師は男女共に低くいが，年令別に見ると，男は30代，女は20
代に比較的多かった。また制服を必要としている年令は，男は40代に多く，男女別に比較
すると，女教師の方が必要と答えているものが多かった。
表8 教師の制服必要性 人（%）
守交でi 20才代 30才代 40才代 50才代 60才 代 全 ｛本男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
制服は必要 5 37 30 17 35 13 19 5 3 92 72 
( 45.4) ( 61.6) ( 5.5) ( 51.6) ( 67.3) ( 61.8) (67. 8) ( 83. 3) ( 75.0) ( 61.7) ( 59. 9) 
どちらかといえばあった方が 2 18 16 13 13 7 8 40 39 
よい ( 18.2) ( 30.0) ( 29.6) ( 39. 4) ( 25.0) ( 33.3) ( 28.6) ( 16. 7) ( 25.0) ( 26.8) ( 32. 5) 
あまり必要ない 4 4 3 
1 3 1 1 6 
( 36.4) ( 6. 7) ( 5.6) ( 3.O) ( 6 8) ( 4.9) 3目6 ( 7 4) ( 5.0) 
ない方がよい 5 1 5 2 ( 1.7) ( 9.3) ( 3.0) ( 3.4) ( 1.7) 
その他 1 1 ( 3.0) ( 1. 9) ( 0. 7) ( 0.9) 
計 1 60 54 3 52 21 28 6 4 149 120 
(100.0) (100.0) (IOO.O) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (10. 0) (100.0) (100.0) (100.0) 
表9 制服必要 ・不必要の内容（生徒）
（不必要の内容）（必要の内容）
（イ） 生徒という自覚を持つことができる
（ロ） 統一感があり規則が守られる
（ハ） 着る物が一律なので余分な競走心を持たない
（ニ） 生徒らし く清潔な感じがする
（ホ） 余分な服を作らないので経済的で、ある
（イ） 何かそく ばくされた感じがする
（ロ）着る物が一律で個性がなく なる
（ハ）自由服の方が安いので制服は経済的でない
（ニ）卒業後はあまり利用されない
（ホ） 自由服の方が美しくのびのびする
（へ）毎日間じ服を着ていると不潔である
図4 必要の理由 （学年別） 図5 不必要の理由（学年別）
% 
60寸 に二二コl年（N=244)
-2年（N=281)
50-J ~3年（N=280 )
% 
60i E二二コl年（N=l2)・2年（N=l)
50寸 区SSS]3年（N=9) 
40 40 
20 20 
（イ） （ロ）（ハ）（ニ） （へ）
30 30 
10 10 
。 。
（イ） （ロ） （ハ） （ニ）
?
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次に制服を必要または不必要と答えた生徒に各々の理由を調査した。 表 9は各々の理由
の内容である。 （なおこの理由の中で最も適当なものに 1つだけ0印をつけさせた）。
まず制服を必要とする理由について調べた結果，図4の通りである。各学年別に比較し
てみると， （ニ）の理由が各学年共に最も高い。次に 1, 2年は （イ）の理由が多く， 3
年生は（ハ）の理由が多かった。このように一律なので余分な競走心を持たないなどは，
3年生住になるとそろそろおしゃれをする年代であり ，お互に華美に流れることを防ぐ為
とも思われる。また（ホ）の経済面については各学年共に非常に低かった。
図 5は制服を不必要とする理由を各学年別に比較したものであるが，各学年共（イ ）の
理由が多く， （ロ）の理由においては3年生に最も高い。このように一律で個性がなくな
るなどの理由は， 1, 2年生より服装に対する美意識が高いこと を示していると思われる
次に教師の制服を必要とする理由を調べた結果，図6の通りである。理由を生徒と比較
してみると，教師は経
済的負担の軽減という
理由が最も高いのに対
して， 生徒は経済的の
面は最も低い。したが
って教師と生徒の制服
に対する意識は多少相
違があるように思われ
る。また教師の理由の
中に他校生徒や社会人
との区別や愛校心を持
たせる等は，制服採用
の動機と同じような理
由カfあった。
図 7は制服を不必要
とする教師の理由を調
査したものであるが，
結果は，服装を制限す
る必要はないというの
が最も高く ，また個性
の表現や色彩感覚が養
われないなどの）I頂にな
っている。
図6 詰lj服を必要とする理由（教師， N=251) 
（イ）経済的負担の軽減
（ロ）統一感があり生徒として
の自覚と誇りを持たせる
（ハ）華美な服装や不必要な競
走心を防ぐ
（ニ） 他校生徒や社会人との区
別（非行防止）
（ホ）中学生らLく清楚
（へ） 貧富町差を在くす
（ト）霊校心を持たせる
10 20 
図7 制服を不必要とする理由（教師，N=24)
（イ）服装を制限する必要は岳
しミ
（ロ） l同性が表現されず色彩感
覚もやし企われない
（ハ） 戦前からの伝統習慣につ
ながり岨一的なものを感
じる
（ニ）華美にならないていどに
自由でよい
（ホ）校長皇室りなので制服は無
献である
（へ）型にはまった教育は必要
でない
（ト）公立の義務教育段階では
制服は考えられない
10 20 
30幅
3的4
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(2) 制服の着方
制服の着用についてまず外出時の制服着用を学年別に調べた結果 表10に示ιた通りで
ある。 表を見ると，外出時に制服着用が最も高いが，時々しか着用しない生徒も比較的多
い。また自由服で外出する生徒は割り合いに少なかった。
次に上記の理由を調べてみると，まず制服で外出する理由は，表11の示した通りである
理由としては（イ）の理由が最も高く， （ロ）， （ハ）の順にな っている。制服を時々着
て外出する理由としては， （チ）の理由が最も高く， （リ）， （ヌ ）の順になっている。
なお外出の時位私服を着たい，名札がついているなどの理由は， 最近の生徒の傾向ではな
いかと思われる。
表12は自由服で外出する理由であるが， （イ）の理由が最も高く， 次に （ロ）の順にな
っており，， （ニ）， （ホ）などの率直な理由もあった。特に（ロ）のようないつも着てい
ると汚れるという理由は， 1着の制服で毎日通学するのは不潔で、あり，また制服のデザイ
ンにもよるが，中には活動的でない制服もあることを示しているように思われる。
表10 制服 の着方 人 （%）
主百一～～三士 1 年 2 年 3 年 全 体
制服を着ます 125( 46.0) 132( 43.1) 150( 48.9) 407( 46.0) 
時々しか着ません 104( 38.2) 126( 41.2) 119( 39.0) 349( 39.5) 
自由服で外出します 30( 11.0) 31( 10.1) 26( 8. 5) 87( 9.9) 
不 明 13( 4.8) 17( 5. 6) 11( 3.6) 41( 4.6) 
言十 272(100.0) 306(100.0) 306(100.0) 884(100.0) 
(3) 制服に対しての美意識
制服を美 しく見せるくふう をしているかどうかを調べた結果，表13のように，各学年共
にく ふうを しない生徒の方が多く， しかし反面くふうしている生徒もかなり 多かった。
制服をく ふう する仕方を各学年別に調査した結果，図8のように（ハ）のくふうの仕方
は，上級生より 1年生の方が多く， 3年生になると（ホ）の理由が多い。これは 1年生の
方が流行に敏感で、あり，また 3年生になると，自覚を持つ為と思われる。特に（ロ） の脇
をつめるご とは，昔 も今も同様 なくふうの仕方であり，制服に対しての 1つの傾向と思わ
れる。
図 9は，制服をなぜくふうするのか，その理由を調べたものである。理由としては（ニ）
の理由が最も高 く，次に（ハ）の順になっている。学年別に見ると，上級生 2, 3年は，
（ニ）の理由が多 く， 1年生は（ハ）の理由が多くなっている。
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表1 制服着用の理由 （制服で外出する）
理 由 人数 % 
（イ） 校則だから 2 2 3 54.9 
（ロ） 生徒らしく清潔な感ビ 1 0 8 26.5 
（ハ） 安心して外出ができる 1 2 2.9 
（ニ） 外出着を持っていないので 1 0 2.5 
（ホ） 自覚と責任が持てる 8 2.0 
（へ） 何処の生徒か区別がつく 3 0.7 
（ト） 他人が着ているのを見てよいと思うので 1 0.2 
不 日月 4 2 10.3 
計 4 0 7 100.0 
（制服を時々着で外出する）
理 由 人数 % 
（チ） 外出する場所，目的によって着る 1 5 3 43.9 
（リ） 堅苦しく着にくい 3 0 8.6 
（ヌ） 汚れるので 2 4 6.9 
（ル） 重たく活動的でない 2 0 5.8 
（オ） 形がよくない 1 8 5.2 
（ワ） 夏は暑苦しい 1 7 4.9 
（カ） 外出の時位私服を着たい 1 6 4.6 
（ヨ） 着がえが面倒 1 2 3.4 
（タ） そくばくされた感じがする 3 0.8 
（レ） 名札がついているので 3 0.8 
不 日月 5 3 15.l 
言十 3 4 9 100.0 
表12 白由服着用の理由 （自由服で外出する）
E里 由 人数 % 
（イ） 当外出の時位自由におしゃれがしたい 2 0 23.1 
（ロ） 制服が汚れる 1 2 13.8 
（ハ） 自由服の方が活動的 9 10.3 
（ニ） 学校の延長みたいでなるべく着たくない 1 0 11.5 
（ホ） 自由服の方が気軽で、のびのびする 1 0 11.5 
（へ） 制服は暑苦しいので 9 10.3 
（ト） 形がよくない 5 5.7 
（チ） 着がえが面倒 2 2.3 
不 明 1 0 11.5 
言十 8 7 100.0 
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表13 制服のく ふう 人（%）
工註之さ 1 年 2 年 3 年 全体
し ま す 97( 36.9) 104( 35.3) 115( 38. 7) 316( 37.1) 
しません 137( 52.1) 162( 54.9) 146( 49.2) 445( 52.0) 
そ の f也 19( 7.2) 21( 7.1) 27( 9.1) 67( 7.8) 
不 日月 川 3.s) I 8( 2. 7) 9( 3.0) 27( 3.1) 
計 263(100.0) 295 ( 100. 0) 297(100.0) 855(100. 0) 
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今後における通学服の希望についてであるが，まず，生徒及び教師の現在の制服につい
て調査した結果は，図10に示した通りで，教師は制服の形は現在のままで良いとの答えが
最も高く，生徒は色はそのままでよいが形を変えるのがよいというのが最も高い。また教
師の中にも， 全部形を変えるのがよいという意見も多かった。
(2) 希望する制服の型
図11のようなスタイル画を示して，生徒に今後どのような型の制服を着用したいかを質
問した。結果は図13の（B）のよう にノーカラー型が最も多 く，次に（A), (C) ,(D) 
のJI慣になっている。
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現在の型の可否
1年 （N-263)
2年（N-295) 
3年（N=297)
教師（ N=251)
亡＝二コ
－－ 
~ 
~
図10
% 
80 
70 
Gu 
5U 
40 
30 
20 
?
??????????）???
????????
）???
?
?
??
????
????? ? ?
10 
生徒が希望する 自由服の型図12
(A) 
生徒が希望する制服の型図1
(A) 
表14のよう に（B) 自由服の型を調べた結果，次に制服は必要がないと答えた生徒に
図14に示し
デザインを見ると現代の傾向であるネクタイの付いたスタイルなどを希望
その他着たい自由服をスタイル固で表現させた結果，のスタイルが多かった。
た通りである。
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(3) 
これらは流行に関心を持っていることを示している。しており，
図15に示した通りセーラー型次に教師に対して生徒に希望する制服の型を調べた結果，
表15は制服を不必要とする教師が生徒に着せたい自由服の型である。結果はが最も高い，
その他としては中学生らしいものであれば良
教師が希望する制服の型（N=220) 図15
また，スカートの組合せが高く，
しいと自由な服装を希望している。
フ守ラウス，
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図16は今後希望する制服の色を教
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師及び生徒に調査したものである。
生徒共に紺色が結果を見ると教師，
非常に高い。次に多いのは教師では
生徒は黒になっているのに対して，
教師が希望する自由服の型
?
人数（%）
4 ( 33. 4) 
1 ( 8.3) 
1 ( 8. 3) 
6 ( 50.0) 
12 ( 100. 0) 
表15そ白黒チェックなど希望しており，
自由服の型の他少数ではあるが茶，グレー，グリ
ブラウスとスカートーン等を希望している生徒もあった
ワンピース目的別制服の必要性(4) 
セーターとスカート作業服などに分けら制服は勉強，
他の
1』
口
それていた方がよいか否かに対して，
事文自ijは生徒及び教師を調べた結果，
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生徒は分れた方がよいと答えている （表16）。
表16 目的別制服の必要性
次に勉強と作業着に分けた方が良い理由を調べた結果，表17で示した通りである。また分
けない方が良い理由は表18に示したよう
に，生徒の場合は着替えが面倒で落着か
ないとの理由が最も高いが，教師の場合
は経済的負担の増加が， 主であり，その
他更衣室の不便さなどにもよる。故に目
的別制服の意識については生徒と教師に
多少相違はみとめられた。
人 （%）
工頁 目 生徒 教師
分れていた方がよい 581( 66.7) 104( 40.6) 
分れていない方がよい 256( 29.7) 115( 44.9) 
そ の f也 31( 3.6) 37( 14.5) 
言十 868(100.0) 256(100.0) 
表17 目的別制服の必要性
生 f走 人数 % 
作業時は汚れやすく服もいたむ 230 39.6 
機能的で活動しやすい 119 20.5 
目的に適した服装をする 87 15.0 
そ の他 3 0.5 
不 明 142 24.4 
言十 581 100.0 
（分けた方がよい理由）
教 師 人数 % 
機能的で活動しやすい 47 45.1 
目的に適した服装をする 32 30.8 
作業時は汚れやすく服もいたむ 19 18.3 
不 明 6 5.8 
言十 104 100.0 
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表18 目的別制服の必要性
（分けない方がよい理由）
！人数｜ % 
着替えが面倒でわちつかない ｝118 46 .2 
教 師 人数 % 
経済的に負担がかかる 43 37.3 
経済的に負担がかかる 49 19.1 制服が汚れないように各自用意している 24 20.9 
現在のままでよく必要がない 19 7.4 着替が面倒でおちつかない 13 11.3 
更衣室がなく不便で、ある 1 4.3 体育はべつに用意している 6 5.2 
その他 7 2.7 更衣室がなく不便である 4 3.5 
不 明 52 20.3 そこ迄規制する必要はない 4 3.5 
不 明 21 18.3 
計 256 I 100.0 計 115 100.0 
N おわりに
以上北海道における女子中学生の制服に対する意識と，デザインの調査を生徒及び教師
に行なった結果を要約すると次のようなことが明らかになった。
(1）制服採用については 調査校 100校中83%で高率を占め 制服のない学校は 3%に
過ぎなかった。なお14%は標準服という名称、で採用していた。
(2) 制服のデザインについては第 1報の高校同様，夏服，冬服共にセーラー型が多く，
色も同様紺色が高率を占め，次に黒色が多い。
材質は冬服がサージ，夏服はブロードが高率を占めなお化学繊維も用いていた。
(3) 次に制服に対する意識であるが，まず制服の必要性については，生徒 884名中93.1 
%，教師 290名中91%は必要と答えている。理由としては，生徒は生徒らしく清潔な感じ
がする。という答が多いが，教師は経済的負担の軽減と答えたものが多かった。
(4) 制服についての希望としては，まず現在の型に対し，色はよいが形を変える必要が
あると答えた生徒が多く，また今後どのような型の制服を着用したいかを表示した結果，
ノーカラージャケットとボックスプリーツスカートが高率を占めた。教師は制服の型は現
在の・ままでよいと答えたものが多く ，また今後生徒に希望する制服の型はセーラー型と答
えたものが多かマた。
(5) 最後に制服に対し，勉強，作業服などに分けるか否かについて，生徒は作業時は服
が汚れやすく，また傷みやすいとの理由で分かれた方がよいと答えたものが多いが，教師
は分けない方がよいと答えたものが多く，その理由は，経済的負担の増加や更衣室の必要
などである。
このように調査の結果， 教師と生徒の意識において，多少なりとも相違があるので今後
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はこれらの点を検討し，さらに昨今特に論議されている高校生の意識も合せて調査し， 今
後の研究の方向を示したいと思う。
なお，本研究は日本家政学会，東北・北海道支部学会第14回大会で発表済みのものであ
る。
最後に，この研究に御協力いただき ました調査校の諸先生方に深く感謝の意を表すると
共に，調査責任者として適切な御指導をいただきま した服飾美術科長の児玉潤教授に厚く
御礼申し上げます。
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